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サトウキビ茎中の糖度と各種元素との関係

一南大東島および石垣島の場合一

川満芳信・上野正実・渡嘉敷義浩・永江哲也

大見のりこ・孫麗亜・浅沼康情】）・入嵩西正治2）

（琉球大学農学部，！)南大東村役場，２)石垣島製糖）

YoshinobuKAwAMITsu，ＭａｓａｍｉＵＥＮｏ，YoshihiroIbKAsIIIKI，TetsuyaNAGAE，

NorikoOIIMI，ＬｉｙａＳｕＮ，YasukiyoAsANuMA，andMasaharulRITAKENIsIII：

RelationshipbetweensugarcontentandelementsinthestemofSugarcane．

た，その検収時にでたバカスは風乾後，琉球大学農学

部に移送し，８０°Ｃで48時間再度乾燥後，粉砕し全窒素，

炭素および各種元素の測定に供した．

搾汁液中の元素の定量：解凍後，3,000rpmで15分遠

心後，その上澄み液を1mlとり25倍に希釈後，元素およ

び糖類の定量に用いた．元素はICPプラズマ発光分析装

置（ICPS-2000，島津製作所）を用い，シーケンシャル

モードで定性後ポリクロモードで定量した．定量した

元素は，Ａｌ，Ｃａ，Ｆｅ，Ｋ，Ｍｇ，Ｍｎ，Ｍｏ，Ｎｉ，Ｐ，Ｓ，

Si，Ｚｎで，ｌサンプルの測定に約90秒要した．

搾汁液中の糖類の定量:糖類は上述の25倍希釈液を，

孔径O45lumのメンブレンフィルターで濾過後，高速

液体クロマトグラフ（LC-10A，島津製作所）を用いて

定量した．調査した糖類は，蕨糖，果糖，ブドウ糖で

あった．ｌサンプルの測定には約14分を要した．

甘薦糖度の評価：原料茎が製糖工場へ搬入された時

点で近赤外線分析装置（260型，BRANLUEBBB社製）

を用いて調べた．

バカス中の元素の定量：乾燥した粉末試料（0259）

を0.5％HNO3溶液（50ml）にいれ，８０℃，２４時間で成

分抽出した．溶液を濾過後，搾汁液と同様にICPで各種

元素を定量した．

バカス中の窒素・炭素の定量：乾燥した粉末試料を

0025gとり，Ｎ／Cアナライザー（NC-90Ａ，島津製作

所）を用いて窒素と炭素を定量した．

緒言

平成７年度製糖期の沖縄県全体のサトウキビの生産

量は101万３千２百トンで，平均甘蕨糖度は143度であ

る（琉球新報，平成８年４月27日付)．もし仮に，この

平均甘薦糖度を143から1度上げることができれば，

県全体で約1317億円の増収が見込まれる．

ところで，サトウキビに窒素を多く施用すれば原料

茎重は増加するが，逆に糖度は低下する（宮里，1986)．

また，カリおよびリン肥料は糖度を著しく変化させる

事などが知られている（宮里，1986)．

本論文は，サトウキビ茎の甘蕨糖度を栽培環境の改

善を通じて向上させることを目的として，まず，その

実体を把握するため土壌条件の均一な南大東島と不均

一な石垣島を選び，検収時の搾汁液中に含まれる各種

元素を調べ，甘薦糖度との関係を詳細に検討した．そ

の結果，肥料３要素と甘薦糖度との間に有意な関係が

見られたので報告する．なお，本研究は３年間継続す

る予定であり，本稿は平成７年度製糖期についての中

間的な結果にとどめ，最終年度に作物学，土壌学，シ

ステムエ学の総合的な判断の基に糖度向上の具体的な

方策について述べる．

材料および方法

各製糖工場の糖度検収時に出る搾汁液から50mlを試

験管にとり栓をして，凍結後ドライアイスを詰めたま

ま琉球大学農学部に移送し，直ちに-40°Ｃの冷凍庫で

保存し，各種元素およびイオンの測定に供試した．ま 結果および考察



サトウキビ茎中の糖度と各種元素との関係 ３

１．南大東島

南大東島の土壌は単一で分類的には国頭マージと呼

ばれ，ｐＨは約5.8の酸性である．品種はすべてF161が

栽培されている．収穫はすべてハーベスターで行われ，

いわゆる機械化の最先端をゆく島として位置づけられ

る．搾汁サンプルは，３月６日，１１日，２４日に検収さ

れたもので，凍結後,琉球大学農学部に移送し，各種

元素および糖度を測定した．調査した搾汁サンプル数
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第１図南大東島におけるサトウキビ搾汁液中に含まれる各種元素と甘蕨糖度との関係．甘蕨糖度は近赤外線分析計
により元素はICPプラズマ発光分析装置により定置した．元素の定量には遠心後,２５倍に希釈した液を用いた．サ
ンプルは３月６日・１１日・２４日に合計200採取した．
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沖縄農業第31巻第１号(1996）４

亜鉛含量が増えれば甘蕨糖度は低下し，中でもカリと

の関係は0.01％レベルで統計的に有意であったリン，

鉄，アルミニウムと甘薦糖度との間は正の相関関係に

あり，鉄とアルミニウムとは05％レベルで有意な関係

にあった従って,南大東島の甘蕨糖度は，カリを少な

く，リン,鉄，アルミニウムを多く吸収するよう栽培す

れば高くなると言える搾汁液中に含まれる元素の内，

カリが最も多く含まれ,400～2000ppmの範囲にあり，

次いで，イオウ，マグネシウム，カルシウム，リンの順

に低下した．

第２図は，リン，アルミニウム，および鉄とカリと

の比と甘蕨糖度との関係をみたものである．リンとカ

リの比は０～20の範囲内に，アルミニウムおよび鉄と

カリの比は０～500の範囲内にある．すなわち，１６度以

上の高い甘蕨糖度を得るためには，リンに対するカリ

の割合を５以下に，アルミニウムおよび鉄に対するカ

リの割合を100以下に維持すれば良いことになる．これ

らの結果は，001％レベルで統計的に有意であった．

IOPプラズマ発光分析装置は，雰囲気が酸素，窒素，

二酸化炭素を含んでいるためバックグランドが高く，

それらの元素の測定ができない．従って，窒素と炭素

は前述の元素とは別に，Ｎ／Cアナライザーを用いて定

量した．しかし，搾汁液の全窒素をN／Cアナライザー

で分析したところ，検出限界以上であり，測定できな

いことが判明した．そこで，今度は搾汁液と同時にサ
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第２図南大東島におけるK／P，Ｋ／ＡＩ，および
Ｋ／Feと甘薦糖度との関係．

'よ合計200点，バカスは100点であった．

第１図には,搾汁中に含まれる各種元素と甘蕨糖度

との関係をプロットした。カリ，イオウ，ナトリウム，
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第３図バカス中に含まれる全窒素および炭素と甘蕨糖度との関係．甘薦糖度は近赤外線分析装置で，全窒素お
よび炭素はN／Cアナライザーで定置した．バカスは３月24日に100サンプリングした．
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サトウキビ茎中の糖度と各種元素との関係 ５

16度以上の高い甘薦糖度を得るためには，搾汁液中の

リンに対してパカス窒素の割合を20,鉄およびアルミ

ニウムに対しては200以下に維持させることが重要であ

るといえる．
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２．石垣島

石垣島の土壌の特徴は，国頭マージ，島尻マージ，

沖積土壌の３種類から構成されていることである（大

城ら，1994)．また，品種はF161が最も多く栽培されて

おり，次いでF172,NiF8の順である．収穫方法は，全

茎（全茎式脱葉機処理を含む）およびハーベスタ処理

が主である．作型は，夏植えが大部分を占め，僅かに

春植えおよび株出しが見られる．搾汁液サンプルは，

１月26日，３月３日・16日に検収されたもので，凍結

後琉球大学農学部に移送され，各種元素および糖度の

測定に供試した．調査した搾汁サンプル数は合計250点，

バカスは200点であった．

第５図には，搾汁中に含まれる各種元素と甘蕨糖度

との関係をプロットした．カリ，ナトリウム，イオウ

含量が増えれば甘薦糖度は低下し，中でもカリとの関

係は001％レベルで統計的に有意であった．リン，鉄，

アルミニウムと甘蕨糖度との間は正の相関関係にあり，

特にリンとは001％レベルで有意な関係にあった．従っ

て，石垣島の甘薦糖度は，カリを少なく，リンを多く

吸収するような栽培方法を検討すれば糖度は著しく向

上すると言える．搾汁液中に含まれる元素の内，カリ

が最も多く含まれ，400～2000ppmの範囲にあり，次い

で，イオウの400～1000ppm，リン，マグネシウム，カ

ルシウムの０～500ppm，他は60ppm以下であった．

第６図はパカス中に含まれる全窒素及び炭素と甘蕨

糖度との関係を検討したものである．大東島の場合と

同様に，窒素が増加すれば甘蕨糖度は低下し，その関

係は001％レベルで統計的に有意であった．炭素と甘

蕨糖度との関係は，僅かに右下がりの関係が認められ

たものの，統計的に有意な関係とは言えなかった．調

査した全サンプルの窒素の平均値は027±005％，炭素

の平均値は463±０９％である．
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第４図南大東島におけるN／P，Ｎ／Fe，Ｎ／ＡＩ比と
甘蕨糖度との関係．

ソプリングを行ったバカスの全窒素と炭素を調べ，そ

れらと甘薦糖度との関係を検討することにした（第３

図)．窒素が増加すれば甘蕨糖度は低下し，その関係は

001％レベルで統計的に有意であった．炭素と甘蕨糖

度との関係は僅かに右上がりの関係が認められたもの

の，統計的に有意な関係とは言えなかった．バカスの

窒素レベルは，葉のそれの比べｌ／10程度であるにも

関わらず，甘蕨糖度との間に有意な関係が成り立つこ

とは，レベルの高い葉の窒素と甘蕨糖度との間にも有

意な関係が成り立つことを示唆している．

第４図は，搾汁液中のリン，鉄，およびアルミニウ

ムに対するバカス窒素の割合と甘蕨糖度との関係を検

討したものである．各々の元素の割合が増大すると甘

薦糖度は著しく低下し，それらは001％レベルで有意

な関係にあった．これらの図から，南大東島において
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第５図石垣島におけるサトウキビの絞汁液中に含まれる各種元素と甘薦糖度との関係．甘蕨糖度は近赤外線分析計
により，元素はICPプラズマ発光分析装置により定置した．元素の定量には遠心後,２５倍に希釈した液を用いた．サ
ンプル数は１月26日’３月３日・１６日に合計250採取した．
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第７図石垣島におけるＫ／P比およびN／P比と甘蕨糖度との関係．

第７図は，カリ／リン比および窒素／リン比と甘薦

糖度との関係をみたものである．カリ／リン比は0～２０

の範囲内に，窒素／リン比は０～５の範囲内にある．

ばらつきはあるものの，石垣島において16度以上の高

い甘薦糖度を得るためには，リンに対するカリの割合

を５以下に，リンに対する窒素の割合を１以下に維持

すれば可能性が高いことが伺える．

石垣島は３種の土壌から構成されており，調査した

250サンプル中，島尻マージが165点で圧倒的に多く，

次いで国頭マージの75点，沖積土壌が10点であった

各々の土壌型に分けてカリ，リン，カリ／リン比と甘

蕨糖度との関係を検討したところ（第８図)，何れも第

５，７図と比べ相関係数が上昇した．従って，相関係

数を下げていた要因としては，土壌型の違いが考えら

れる．国頭マージの場合，吸収されたカリ／リン比が

５ポイント減少すれば，甘蕨糖度はＬ1度上昇すること

になる．

ところで，甘蕨糖度を土壌型で比較したところ，沖

積土壌で低い値（130±１６）を示し，また，国頭マー

ジ（144±１３）及び島尻マージ（147±11）間に統計

的な有意差は認められなかった．従って，サトウキビ

茎に吸収された元素における差異は，各々の土壌にお

いて各農家が行った肥培管理に依るところも大きいと

言える．

３・南大東島と石垣島における甘薦糖度および各種元

素の比較

第１表では，南大東島と石垣島における搾汁液中の

Brix，糖度および元素，パカスの全窒素および炭素を

比較したものである．さらに，石垣島の土壌は３型に

分類することができ，各々の土壌型の違いがどの様に

甘薦糖度に影響したかも比較することができる．

甘蕨糖度は，南大東島が石垣島に比べ066度も高く，

また標準偏差も小さい．その理由としては，南大東島

の土壌特性が大きく影響を及ぼしているものと考えら

れる．石垣島の甘薦糖度を土壌型で比較すると，島尻

マージと国頭マージで高く，沖積土壌では低い．バカ

スの全窒素は，南大東島の方が甘薦糖度が高かったに

も関わらず石垣島に比べ高い値を示し，一方，炭素に

関しては両島で差異は認められなかった．各種元素の

中で，Ａｌ，Ｆｅ，Ｍｇ，Ｍｎ，Ｓは南大東島で高く，Ｃａ，

Na，Ｐ，Ｓｉは石垣島で高かった．甘蕨糖度に著しく影

響を及ぼしたカリとリンで比較したところ，甘蕨糖度

の高かった南大東島でカリは低く，リンは高いという

傾向は認められなかった．従って，土壌型の異なる地

域間で単純に比較することには無理があり，各々の地

域内で綿密な土壌および作物の調査が必要と思われる．

石垣島において，土壌型で元素をみると，沖積土壌

のAl，Ｆｅ，Ｍｎ，Ｓ，Ｓｉがマージ土壌に比べ低い値を示

した．従って，この沖積土壌には，微量元素が不足し



８ 沖縄農業第31巻第１号(1996）

塵出原モマーニ妄 国豆正ﾖマーニノ

りくＣ
ｅ
２
Ｓ
４
○

○
Ｇ
２
Ｂ
４
ｏ

三
１
１

２
１
１

一

二二二燭~鰯書壱万

甘
蕨
糖
度

Ｖ＝１ｓ－１４－０.ｏＯ１Ｓｘｒ＝０-三ｓアー

Ｓｏｏ１０００１Ｓｏｏ２０００ｏＳＯＯ１０００１Ｓｏｏ２００００

Ｐ

君二二夢三夢
●

￣

￣

￣

甘
蕨
糖
度

ｙ－１二.Ｂａ＋Ｏ－ＯＯＢ１Ｘ「－０.ユアＳと￣

１００２００Ｓｏｏ４００Ｓｏｏ

（PprTU）

０１００２００Ｓｏｏ４００ＳＯＯＯ

ｊ窄夛十円.○つ目ﾛ健圧医

0＜'Ｐ

￣＿＿

Ｃ
ｅ
之
巳
４
ｏ

三
１
１ 聾雪盲=ずこ毫菫

甘
蕨
糖
度

￣

￣

ｙ＝１ｅ－Ｏ１－Ｏ－三＝×ｒ＝－０－５アユーー

ＯＳ１０１ｓ２００ｓ１０１ｓ２０

上上上上

第８図石垣島に異なる土壌におけるサトウキビの搾汁液中に含まれるK,Ｐ,Ｋ／P比と甘蕨糖度との関係．

甘薦糖度を低下させている可能性が考えられる．相関行列を検討したものである．南大東島においては，

第２表は，両島において調査したパラメーター間のＳｉとＡＬＳとＭｇ，ＣａとＭｇ，ＣａとS，ＦｅとＡｌ，ＦｅとSi，

第１表．南大東島および石垣島における搾汁液中の甘蕨糖度，各種元素およびパカスの全窒素，炭素の平均値
と標準偏差．

場所Ｂｒｉｘ蕨汁穂度甘蔵穂度全窒素全炭素Ａ１ＣａＦｅＫ

（％）（％）（ppm）（ppm）（ppm）（ppm）
Ｍｇ

(ppm）

ＭｎＭｏＮａＰ

(ppm）（ppm）（ppm）（ppm）

Ｓ
恥 ＳｉＺｎ

ｐｐｍ）（ppm

南大東島 1８．３

０．９

1５２

０７

０．４０

０．０８

４６．６１４．９２１２．３１２．４１０９８．５３４９.０１８．５０．１１２．５１７５．６７８４．０２６．１１．０

０．４７．２７２．８５．４360.6７７．４１１．６０．２9.4６２．１１５５．０６．００．８

石垣島全体１８．８

１．３

国頭マージ１８．８

１．３

島尻マージ１８９

１．２

沖積土壇１７．１

１．３

1７．３

１．５

１７．１

１．６

１７．５

１．４

１５．４

１．９

1４．５

１２

１４．４

１．３

１４．７

１．１

１３．０

１．４

７
５
８
５
７
５
７
４

２
０
２
０
２
０
２
０

●
●
●
●
●
●
●
●

０
０
０
０
０
０
０
０

３
９
５
９
２
９
７
８

●
●
●
●
●
●
●
●

６
０
６
０
６
０
６
０

４
４

４
４

６
５
４
７
９
０
９
９

０
●
●
●
●
●
●
●

７
５
７
４
７
６
４
２

１
５
６
１
８
７
５
８

■
●
●
●
の
●
●
●

６
８
８
３
３
７
９
５

２
８
８
８
４
８
１
４

２
１

２
２

９．０１０６８．９

４．１256.3

8.61202.5

3.7281.4

9.31008.２

４．４２２１．０

６．５１０５６．３

１．９２３９．３

２
１
１
１
８
４
７
４

●
●
●
●

６
０
１
３
８
８
２
５

５
７
５
９
５
５
５
４

２
２

２
２

1０．３

８．２

１３．９

９．４

８．９

７．３

７．４

２．２

１
２
１
２
０
２
０
０

●
●
●
●
●
●
□
●

０
０
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０
０
０
０
０

４
８
５
３
３
１
０
６

●
●
●
●
●
●
●
●

６
７
８
８
５
７
９
１

１
１

１
１
１

218.2641.6

78.4122.9

192.3682.8

752109.1

231.16275

77.2124.4

202.4563.2

７６．４１ｉ７．５

３
１
４
８
１
６
２
９

●
●
●
●
■
●
●
●

１
８
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６
１
８
６
６

３
３

３
２

８
６
８
７
７
６
６
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●
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●
●

０
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注：測定した石垣島の250サンプルのうち，国頭マージ７５，島尻マージ１６５，沖積土壇１０であった．
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サトウキビ茎中の糖度と各種元素との関係 ９

第２表．南大東島と石垣島における甘薦糖度，各種元素との相関行列

甘蕨糖度全窒素全炭素ＭｇＡｌＳｉＰＳＣａＭｎＦｅＺｎＭｏＮａＫ

甘蕨糖度

全室素

全炭素

Ｍｇ

ＡＩ

Ｓｉ

Ｐ

Ｓ

Ｃａ

Ｍｎ

Ｆｅ

Ｚｎ

Ｍｏ

Ｎａ

Ｋ

-０．３０１０．０６５

０．２４２

－０．３２５

－０．０８６０．０３０

０．１５３‐０．２７４

－０．１２８０．０８７

－０．３０００.142

-0.0100.156

-0.2720.０８１

０．３７２０．０１８

０．１６４－０．３７０

－０．１３９０．２５５

－０．１７４０.132

-00530.276

０．０７２０．１８９

-０．０１１

０．０８９

－０．１６０

０．２０７

０．０９３

－０．１６０

０．１２１

０．００９

－０．０２０

－０．２７１

０．３１２

０．７２６

０．１２２

－０．２５８

－０．１１４

０．２５５

－０．０７３

０．２４６

-0.0480.001

０．１１８０．１２４

－０．１７４－０．００５

０．６５６－０．１０８

－０．１１３０．２３０

０．１０２０．２３５

０．３６０－０．２４９

０．６１５‐０．１１４

－０．３８９

－０．５８８

０．０４９０．１６０

０．０４１０．１９３

0.0430.045

０．０１４０．１３４

－０．２９７０．３１７

０２４７

０．１９８

－０．１５６

０．１７７

０．８４７

０５６８

－０．０５６

０．１２１

－０．１１０

０．２４３

-０１６３

００３４

－０．０１８

０．７３８

０．００６

０．２１０

０．３８８

５
３
６
０
５
９
５
５
４
２
７

６
８
８
６
２
８
７
８
８
０
８

１
０
１
０
２
４
２
０
０
１
０

●
●
●
●
■
●
●
●
●
●
●

ｏ
ｏ
ｏ
０
０
０
０
０
０
０
０

-０．１５４－０．１５６

，．‐ＯＯＯ８

ｎｄ－０００１

０．２０２‐0.078

０．３７１０．２２２

０．４３３０．０４６

０．２３０‐0.155

０．２０５‐０．０１８

０．０４５‐０．２１８

０．０７００．０２５

０．３９６０．０９９

０．５５８０．１４７

０．１４９

0.109

-0.0280.291

-０．３３２

０．１８０

０．１１３

０．０６１

－０．２５８

０．０３５

０．２５８

０．３２７

０．１５４

－０．０６７

－０．３３８

０．１０２

０．１１４

０．０３５

１
８
９
９
２
３
４
３
８
５
７
４
４
１

９
５
２
６
３
１
１
５
９
５
０
１
６
２

２
０
０
０
０
３
１
０
０
０
０
１
１
３

●
●
●
Ｃ
Ｄ
■
●
●
●
●
●
Ｓ
●
●

０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０

－
一

一
一
一

０．１０３

０．１３１

－０．０４０

０．３５１

０．４３８

－０．１３２
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－０．０５６
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０．１１３
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０．１１６

－０．０７８
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注：上段は南大東島，下段は石垣島の相関行列である．

南大東島の場合，相関係数が0.275以上はp<０．０００１で，0.243以上はP<0.0005レベルでそれぞれ有意である．

石垣島の場合，相関係数が0.254以上はp<0.0001で，０．２１９以上はP<00005レベルでそれぞれ有意である．

ＭｎとZnの間に極めて高い相関関係が認められた．石垣

島においては，ＳｉとＡｌ，ＣａとＭｇ，ＣａとP，ＣａとＭｎ，

FeとＡｌ，ＦｅとSi，ＭｎとZn，ＺｎとSiの間に極めて高い

相関関係が認められた．全窒素と全炭素との関係が，

南大東島と石垣島とでは，著しく異なる点も興味深い．

南大東島において，窒素に対し大きく影響を及ぼす元

素は無く，石垣島においてはリンとカルシウムが負の

関係を，マンガンが正の関係を示し，後者は窒素吸収

を促進させる元素の一つと考えられる．

甘蕨糖度に著しく影響を及ぼしたカリに着目すると，

南大東島においては，アルミニウムと鉄を増やすこと

によって，また，リンとイオウを減少させることによっ

てカリの吸収を抑制できると考えられる．石垣島にお

いては，マグネシウム，カルシウムを増やすことで，

また，イオウ，マンガン，ナトリウムを減少させるこ

とでカリの吸収を抑制できると考えられる．

以上，本報告は搾汁液に含まれる元素類を定量し，

甘薦糖度との相関の高い元素を明らかにした．今後は，

搾汁液に加え，収穫前後の土壌中に含まれる元素の調

査および収穫前の植物体の葉の養分状態を調べ，両地

区における甘薦糖度向上の具体的な方法を示してゆく

予定である．

摘要

平成７年度製糖期に於て，大東糖業および石垣島製

糖の糖度検収時にでる搾汁液およびバカスの中に含ま

れる各種元素と甘薦糖度との関係を調べ，糖度を規制

している要因を詳細に検討した．甘蕨糖度は近赤外線

分析装置で，各種元素はICPプラズマ発光分析装置で，

全窒素および炭素はN／Cアナライザーによって定量し

た．得られた結果を要約すると，以下のようになる．

１．南大東島の場合，搾汁液の甘薦糖度とカリとは負

の関係に，リン，アルミニウム，鉄とは正の相関

関係にあり（第１図)，また，カリ／リン比，カ

リ／アルミニウム比，カリ／鉄比とは負の相関関

係にあった（第２図)．

２．甘蕨糖度とバカスの全窒素含量とは負の関係に

（第３図)，窒素／リン比，窒素／鉄比，窒素／ア

ルミニウム比とは負の相関関係にあった（第４図)．

３．石垣島の場合，搾汁液の甘蕨糖度とカリとは負の
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修氏をはじめ職員の皆さん，また，石垣島製糖の大浜

博文氏，又吉慶守氏をはじめ職員の皆さんには多大な

協力を頂いた．ここに記して，感謝申し上げる．更に，

琉球大学農学部熱帯植物生産学講座，システムエ学

講座，農地環境管理学講座の大学院生，学部学生諸君

には元素分析の際，多大の協力を頂いた．心から感謝

申し上げる．

関係に，リンとは正の相関関係にあり（第５図)，

また，バカスの全窒素含量とは負の関係にあった

（第６図)．

4．甘蕨糖度とカリ／リン比および窒素／リン比とは

負の相関関係にあった（第７図)．

5．石垣島の結果を土壌型に分けて整理したところ，

各々の相関係数が上昇した（第８図)．

6．南大東島の甘薦糖度およびバカスの全窒素は石垣

島のそれらに比べ高かった（第１表1

以上の結果，地域，品種に関わりなく，甘薦糖度は

搾汁液中に含まれるカリおよびバカスの全窒素とは負

の関係に，搾汁液中のリンとは正の相関関係にあった．
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